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特集

社内で光るあの人に学ぶ
改善スキルの高め方

      第68期
S-QC・提案活動の
受賞グループを
一挙公開

製造業の当社は、お客さまのニーズに応えていくために
現場の安全や作業効率・環境をはじめ、

技術・技能と品質力アップに努めることが課題です。
個人やグループが改善を続けた事例を「Ｓ－ＱＣ・提案活動」と呼び、

優秀な事例は社内表彰する制度が設けられています。
私たち一人ひとりが、持ち場・立ち場でより多くの改善を生み出せば、

製品・サービス、仕事の質が上がります。
「改善の目の付けどころや深掘りの仕方が分からない……」と

悩んでいるならば、この特集を読んでみてください。
ちょっとした“ひらめき”を日々意識して、改善スキルを磨いてみませんか？

第68期提案活動の実績は
全社件数15,811件、達成率179％
1人当たり9.0件で、目標（5件／人）を達成
そして…
A・B賞比率目標の１％に対して、
第68期は0.21％となり、第67期と
同様に目標未達
（第66期から期首在籍人員×5件×１％）
提案活動は「Ｂ賞以上の提案を増やす」
ことが課題です

第68期S-QC活動の実績は
全社完結件数567件、達成率172％
グループ当たり完結件数5.2件で、
目標（3件／グループ）を達成
そして…
金賞受賞率が全社平均で第67期の
14.3％に対して、第68期間は18.9％と
4.6%上昇
S-QC活動「金賞受賞率目標30％以上」が
目標です

提案活動 S-QC活動

1位グループの好事例はp.8へ！

社内で光るあの人に学ぶ

1位グループの好事例はp.4へ！
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T o p i c s  1

今井 啓晶 班長
安全と作業効率を上げることを目的に、常に率先
垂範して改善を形にしました。グループが1位に
なるように、自ら精いっぱいけん引しましたが、この
受賞を機にグループ員の意識が高まり、活動が活
性化することを期待します。

安全・コスト・能率・品質を
追求するには改善が必要

安藤 陽一郎主任
同僚との活動を通じて、普段どんなことに目を向け
ているのかが分かり、また上司からの指導・声掛け
による「気付き」に多く遭遇することができました。

早田 典正班長
安全に早く作業ができる方法を常
に考えてきました。1位受賞は名誉
なことで、来期も1位を目指します。

佐久間 信也さん
仕事がしやすい安全
職場を考えることが
課題で、今後も努力
し続けます。

及川 誠 班長
安全・コスト・能率・
品質を追求し、より良
い職場になるよう努
めます。

高橋 雄太さん
隙間時間に効率的な作業
方法を考えています。改
善を形にするために連携
強化が必要だと感じます。

岩下 昌弘班長
より良い職場にするためには、
みんなでの積極的な意見交換
が大切で、私自身もっと頑張ら
なくてはならないと感じており、
身の引き締まる思いです。

川名 淳一さん
安全と効率を考えて仕事をしてい
ます。より良い職場になるように、
改善活動をさらに頑張ります。

吉澤 潤騎さん
安全対策の改善については、積極的に協力
するように努めました。1位は本当に素晴らし
く、今後も風通しの良い職場を目指します。

古賀 龍弘 班長
改善を形にするため
支援してくださった
方 の々協力があってこ
その受賞であり、うれ
しく思います。

君津支店
1シュートグループの
  メンバー大集合！

昨
年
７
位
か
ら
１
位
の
大
躍
進
は

名称 １シュートグループ
 所内外から搬入されたスクラップや合金鉄な

どを工場の指示成分に合わせ、転炉装入用
シュートに積み込む作業を担当

人数 10人
人員構成 50代1人、40代6人、30代2人、20代1人

平均42歳
グループの雰囲気 温厚な社員が多く、チームワークがある
会合時間など 交代番（甲乙丙）の申し送りの時間で調整。週

に3～4回、15分程度
勤務形態 4組3交代

グ ル ープ の 概 要
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近
年
、君
津
支
店
の
活
動
成
績
が
上
が
っ
て
き
て
い
る

背
景
に
は
、現
場
社
員
の
頑
張
り
を
支
援
す
る
技
術
グ

ル
ー
プ
の
存
在
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
表
と
し
て
、

二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

良好な風がなびく
コミュニケーションの下
さらなる躍進を期待

現
場
改
善
を
技
術
ス
タ
ッ
フ
が

全
力
サ
ポ
ー
ト

君津支店 技術グループ 仙台 美紗さん

君津支店 技術グループ グループ長 折田 高由さん

君津支店 製鋼課
課長 橋爪 雄二さん

９００人の改善の成績・提出数を管理

改善に磨きをかけ、報告書の書き方まで徹底指導

　今回の受賞は、現場の最前線の方が、設
備や安全面の改善・人材育成などに対し、
常に問題意識を持って日々活動を展開して
きた成果だと思います。
　職場の改善活動は、各班のコミュニケー
ションがあってこそ達成できるもの。また、
誰かが「よし、やるぞ！」という風を吹かせな
ければ進みません。今回、今井班長がその
役割を担って、風の強さと方向をうまくコン
トロールしてくれました。その風に乗って、
一人ひとりが安全・コスト・能率・品質の意
識を持ったことにより、数 の々改善が生まれ
たのだと思います。
　今後も良好なコミュニケーションの下、
さらなる躍進に向けて頑張っていただきた
い！　当然、私もサポートしていきます。

　　　　 S－QC活動 全社1位
昨年７位から１位への大躍進はキーパーソンのけん引力特集

　
第
67
期
の
全
社
７
位
か
ら
、第
68
期
は

１
位
へ
と
躍
進
。そ
の
秘
訣
は
？

　
第
67
期
で
は
金
・
銀
・
銅
賞
の
う
ち
、銅

賞
が
多
か
っ
た
こ
と
が
反
省
と
し
て
あ

り
ま
し
た
。そ
こ
で
こ
の
一
年
は
、Ｓ-

Ｑ
Ｃ
活
動

の
質
を
上
げ
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

金
賞
が
増
え
て
、最
優
秀
賞
に
結
び
付
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
Ｓ-

Ｑ
Ｃ
活
動
を

ど
う
変
え
た
の
で
す
か
？

　
報
告
書
の
作
成
に
注
力
し
ま
し
た
。
自

分
で
も
資
料
の
作
り
方
を
研
究
し
ま
し

た
が
、技
術
グ
ル
ー
プ
の
折
田
グ
ル
ー
プ
長
に
頂

い
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
大
き
い
で
す
ね
。
私
た
ち
の

業
務
を
知
ら
な
い
第
三
者
に
も
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
、そ
の
た
め
に
表
現
や
レ
イ
ア
ウ
ト

も
工
夫
す
る
こ
と
を
、実
践
的
に
細
や
か
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
全
体
の
活
動

促
進
の
た
め
、心
掛
け
て

い
る
こ
と
は
？

　
細
か
な
こ
と
で
も
自
分

で
率
先
し
て
や
る
こ
と
で

す
。そ
の
上
で
、Ｓ-

Ｑ
Ｃ
活
動
の

楽
し
さ
、や
り
が
い
を
メ
ン
バ
ー

に
伝
え
て
い
ま
す
。３
交
代
勤
務

制
な
の
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
も
取
り
に
く
い

状
況
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的
に
少
し
残
っ

て
く
れ
た
り
、逆
に
早
め
に
出
社
し
て
く
れ
た
り

し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
抱
負
は
？

　
今
ま
で
は
サ
ー
ク
ル
を
引
っ
張
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、今

後
は
支
援
者
と
し
て
、み
ん
な
を
後
押
し
す
る
存

在
に
な
り
、Ｓ-
Ｑ
Ｃ・提
案
活
動
を
一
層
促
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ-

Ｑ
Ｃ
活
動
で
重
要
な

の
は
、問
題
の
原
因
追
求
に

と
ど
ま
ら
ず
、そ
の
要
因
ま

で
掘
り
下
げ
て
、改
善
策
を

導
き
出
す
こ
と
で
す
。
報
告

書
に
つ
い
て
も
、現
状
の
把
握

や
原
因
の
追
及
を
重
点
的

に
、誰
が
見
て
も
分
か
り
や
す

い
形
で
ま
と
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、Ｓ-

Ｑ
Ｃ

評
価
委
員
会
の
前
に
資
料

を
提
出
し
て
も
ら
い
チ
ェ
ッ

ク
バ
ッ
ク
す
る
、各
サ
ー
ク
ル

の
勉
強
会
に
参
加
し
、テ
ー

マ
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る

と
い
っ
た
形
で
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
私
が
机
に
い

る
と
き
は
、自
由
に
相
談
に

来
て
く
だ
さ
い
」と
、飛
び
込

み
の
相
談
も
受
け
付
け
る
な

ど
、全
力
で
で
き
る
限
り
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

月
１
回
の
Ｓ-

Ｑ
Ｃ

評
価
委
員
会
の
日
程
調

整
・
案
内
・
進
行
の
ほ
か
、

成
績
と
提
出
数
の
管
理

を
し
て
い
ま
す
。

　

君
津
支
店
で
は
、「
Ｓ-

Ｑ
Ｃ
・
提
案
活
動 

支
店

長
表
彰
」と
い
う
個
人

表
彰
制
度
が
あ
る
た
め
、本
社
に
提
出

す
る
サ
ー
ク
ル
ご
と
の
集
計
表
と
は
別

に
、支
店
の
個
人
の
集
計
も
必
要
で
す
。

第
67
期
の
後
半
か
ら
は
一
元
管
理
が
で

き
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
う
よ
う
に
な

り
、集
計
作
業
が
か
な
り
楽
に
な
り
ま

し
た
が
、そ
れ
で
も
社
員
と
協
力
会
社

合
わ
せ
て
約
９
０
０
人
の
成
績
を
管
理

す
る
こ
と
は
重
責
で
す
。
き
ち
ん
と
管

理
・
集
計
す
る
こ
と
で
、活
動
を
応
援
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

S-QC・提案活動の
成績・提出数の集計表

改
善
力
強
化
と

質
向
上
の
秘
訣

君津支店 製鋼課 班長
今井 啓晶さん

昨年12月に実施された全社
S-QC活動発表大会の席上
で、松本社長から表彰状を受
け取る今井班長（右）。来期も
1位を目指します！

QQ

Q

Q AA

A

A

Topics 1

君津支店の
活性化のサポート体制

グループリーダーに聞く

全社1位を所属長も評価
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水
分
値
の「
見
え
る
化
」で

安
全
と
効
率
性
を
向
上

第
68
期
の
Ｓ-

Ｑ
Ｃ
活
動
・
社
長
表
彰
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た

製
鋼
課
１
シ
ュ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
活
動
テ
ー
マ
は
、「
１
シ
ュ
ー
ト

主
原
料
・
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
使
用
促
進
」。
安
全
性
を
担
保
し
た

上
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
使
用
推
進
の
た
め
、水
分
値
推
移
の
見
え

る
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

リサイクル品の適切な供給で安定操業を守る
シュート作業は、製鉄所から搬入されたリサイクル品（スク
ラップなど）を成分ごとに仕分けし、工場から指示を受けた
成分に再調整して、転炉に供給する仕事です。

水分測定値を明確化
安全性とリサイクル率をアップ

なぜ、水分測定の推移が
明確ではないのか？

　転炉にリサイクル品を供給する際、成分と
ともに重要なのが水分量。規定以上の水分
を含んだリサイクル品が混入すると、転炉で
大トラブルを起こすリスクが高まるからです。
　そのため、サンプルの水分測定を実施し、
使用の可否を判断していますが、3交代勤務

体制の中で、水分率推移の把握が不十分と
なり、使えるリサイクル品がそのままストック
されている状況があります。時間とともに変
化する水分率の推移を明確化して、リスクを
低減した上で、リサイクル率アップを図るため
の対策を講じる必要性に着目しました。

現場は3交代勤務体制であるため、設備・操業・
安全についての申し送りが多い。そうした中、水分
測定値の推移に関する申し送りが難しい。

水分値結果を書いたメモは、炉前吹
すい

錬
れん

者に報告
後、破棄することになっている。そのため、全体の
推移はパソコンでさかのぼって内容を把握するし
かない。

水分測定は1日に6回実施し、メモを取ってパソコ
ン内で管理しているが、現場の状況によっては仕
事中にパソコンをチェックするのが難しい。

課題

原因
・
要因

申し送りができていない

全体推移の表示の場がない

パソコン内の管理だけでは不十分

従来の水分測定の記入・表示方法

シュート作業
とは…

銘 柄
条 件 水分値（％）

S 粉 ＜［数値V］［数値W］ ［数値X］ ［数値Y］ ＞［数値Z］
A ○ ○ ○ 禁止 禁止

B
○t～○t 少／多 ○ ○ ○ 禁止 禁止
○t～○t 少／多 ○ ○ ○ 禁止 禁止
○＜ 少／多 ○ ○ ○ 禁止 禁止

C
指示 少 ○ ○ ○ 禁止 禁止
指示 多 ○ ○ ○ 禁止 禁止

D  －  － ○ ○ ○ 禁止 禁止
E  －  － ○ ○ ○ 禁止 禁止
F  －  － ○ ○ ○ 禁止 禁止

※［数値Y］以上は使用禁止

リサイクル品使用基準

君津支店の

「金賞」事例に学ぶ
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特集

水分測定管理ボードを作成し、
推移を明確化して共有改善策

オペレーター室

水分測定管理ボードで水分量測定値の推移を確認中。
ボードは既存品を再利用し、作成コストをゼロに抑えた

業務を遂行する上で最も大事なのは、安・環・防です。それ
らのリスクを少しでも軽減するにはどうしたらいいか、私た
ちは何ができるかを常に念頭に置いた上でS－QC活動とし
て取り組み、作業の効率化、コスト面の改善にもチャレンジ
し続けていきたいと考えています。

ま と め

これまで、メモとパソコン内で管理し
ていた水分測定の数値を、ホワイト

ボードで「見える化」。詰め所に設置し、オ
ペレーターがリサイクル作業を行う前に、
確認できるようにした。

「基準外の数値は赤字」「在欠は青
字」とルールを決めて注意喚起。

コ コ を 改 善

水分値全体の
推移が一目で
分かるように
なった

水分値の
申し送り強化に
つながった

トラブル防止には、炉前での直協管理が重要です
が、出荷する側であるシュート作業担当者が「自分
たちがやる」という気持ちで対応することが、さら
なるリスク低減につながります。

一度、使用不可になったリサイクル品でも、水分が
規定値内に下がったら使えるようになり、山積みに
なっていたストックが減少。限られた工場屋内のス
ペースが有効利用できるようになりました。

リサイクル品は、工場側から使用促進の要求がありま
した。今回の改善で水分値全体の推移が明確になっ
たことから、炉前吹錬者に積極的に呼び掛けて、使用
量増加につなげることができるようになりました。

転炉トラブルの
リスク低減対策となった

この改善により
水分値推移の明確化に成功

その結果…
使えないリサイクル品の

置き場確保の
必要がなくなった

リサイクル品の
使用促進ができた

　　　　 S－QC活動 全社1位
昨年７位から１位への大躍進はキーパーソンのけん引力
Topics 1
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提
案
活
動 

全
社
１
位

改
善
を
活
性
化
し
、

安
全
職
場
を
築
い
て
い
く

T o p i c s  2

名称 シオサイグループ
 再生地金の製造作業、油脂類の所内配送作

業などを担当
人数 8人
人員構成 60代1人、50代1人、40代2人、30代4人、

平均41歳
グループの雰囲気 一人作業が多いため、責任感が強い。班内は

フラットな関係で、気軽に話し合える雰囲気
会合時間など 交代番（甲乙丙）が申し送りするタイミング

（30分／回）。週に1回程度
勤務形態 溶湯センター班は、常昼と交代番。油脂班は

常昼

グ ル ープ の 概 要

村上 税班長代行
一人ひとりの意見・考えを
尊重してすくい上げ、安全
で働きやすい職場づくりを
心掛けています。全社1位
は、白石主任の還暦祝いに
なり、恩返しができて感激
しました。

高温溶融物を扱う職場の
安全と作業効率を高める

飯野 剛さん
各作業が、安全かつ効率的
であるかを最優先に、改善
に取り組んでいます。若手
社員の意見を今まで以上
に聞いて取り入れて、より良
い安全職場を目指します。

初鹿 浩一さん
60歳を迎える白石主任への
感謝の気持ちを表すため、全
社1位につながる結果を残し
ました。改善箇所は数多く潜
在しているため、今後も地道
な活動を継続していきます。

石山 直人さん
安全で作業をやりやすくするために、常
に自分の作業に置き換えて改善意識を
持つようにしています。グループ員の結
束にもつながるため、今まで以上に改善
活動に力を入れて、完全無災害職場の
継続を目指します。

白石 太郎二主任
1位はシオサイグループ全
員の努力の結果であり、大
変うれしく思います。今後
も班員全員のレベルを少し
ずつ上げて、安全に強い組
織を維持していきます。

木原 伸悟さん
安全な職場を維持できるように、常
に改善意識を持つことを心掛けて
います。改善を形にし、資料化する
ことを継続した結果、1位になりま
した。今以上に、安全と作業改善
の質を上げていきます。

森本 鋼太郎さん
安全第一の作業形式になっている
か、意識することを大切にしていま
す。今後も安全を最優先とした改
善活動を継続します。

鈴木 忠さん
日々の作業の中で危険に感じたこ
とは、後回しにせずに、より良い改
善案がないか考えて是正していま
す。提案活動を日々積み重ねてい
き、より良い職場を目指します。

改
善
を
活
性
化
し
、

改
善
を
活
性
化
し
、

改
善
を
活
性
化
し
、

安
全
職
場
を
築
い
て
い
く

安
全
職
場
を
築
い
て
い
く

安
全
職
場
を
築
い
て
い
く

八幡支店
シオサイグループの
  メンバー大集合！
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B e f o r e A f t e r

近
年
、八
幡
支
店
製
鋼
課
シ
オ
サ
イ
グ
ル
ー
プ
の
活
動

成
績
が
上
が
っ
て
い
る
背
景
に
は
、現
場
社
員
の
頑
張

り
を
支
援
す
る
係
長
・
主
任
の
存
在
の
大
き
さ
が
あ
り

ま
す
。二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「現場を良くすることが
安全を強くする」
という意志で
改善を形にしたことが
成果に

対
話
を
重
ね

頼
れ
る
存
在
に

八幡支店 製鋼課 主任 白石 太郎二さん

八幡支店 製鋼課 係長 片岡 慎治さん

八幡支店 製鋼課
課長 実崎 正人さん

成功体験が改善の進化を生む

きっかけづくりと各人の意見の具現化を支援

　全社1位の理由は、片岡係長の存在にあ
ります。面倒見が良く、グループのS-QC・
提案活動のかじを取りつつ、提案活動A賞
を自ら受賞し、けん引したことが大きいで
す。現場の環境は常に変化するため、優先
順位を付けて、その場で具体的な指示を出
し、改善に努めたことが良い結果につなが
りました。白石主任の下、グループ員たち
が安全＝作業効率化を目指し、積極的に活
動したことが実を結んだと思っています。
　改善に必要な溶接や鉄板の加工は、私
がやってみせて、言葉でも分かりやすくコツ
を伝えることで、自ら改善を形にできる人材
を育成していることが強みです。難しい溶
接や加工は、製鋼課のVOD整備班が支援
するなど、相互理解があります。製鋼課は
社外のQC大会に年2回出場し、誰もが資
料作成や発表などを経験できるチャンスを
与えています。それが活動の活性化となり、
全体のレベル向上にもつながっています。

特集

　

各
作
業
を
安
全
に
少
し

で
も
効
率
良
く
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
、現
場
の
作

業
環
境
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
他
職
場
の
好
事

例
な
ど
、具
体
的
な
方
案
を

提
示
し
て
対
話
を
重
ね
て
い

ま
す
が
、各
班
員
が
責
任
を

持
っ
て
実
行
し
て
お
り
、私
は

改
善
の
き
っ
か
け
を
与
え
る

側
に
徹
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、現
場
改
善

し
た
内
容
を
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
る
「
資
料
作
成
」と
、

改
善
提
案
書
な
ど
の
可
視

化
に
よ
る
、班
内
の
「
資
料

共
有
化
」「
後
進
の
教
育
資

料
整
備
」に
協
力
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
操
業
改
善
意
識

を
促
進
し
て
、件
数
同
様
、質

に
も
こ
だ
わ
っ
た
活
動
に
期

待
し
ま
す
。

　
シ
オ
サ
イ
グ
ル
ー
プ
は
、高
温
溶

融
物
を
扱
う
た
め
、安
全
の
問
題
意

識
を
常
に
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
３

年
で
グ
ル
ー
プ
員
の
改
善
意
識
が

劇
的
に
高
ま
り
、「
私
は
こ
う
考
え

る
け
れ
ど
、も
う
少
し
良
い
考
え
は

な
い
で
す
か
？
」と
相
談
に
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
成
功
を
重
ね
る

に
つ
れ
、さ
ら
に
自
信
が
付
き
、進

化
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
昨
年
60
歳
を
迎
え
た
際
、

「
白
石
主
任
へ
の
恩
返
し
に
、提
案

活
動
１
位
を
取
り
た
い
！
」と
全
員

で
一
念
発
起
し
た
と
後
で
聞
き
、本

当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
私
も

協
力
し
ま
す
の
で
、一丸
と
な
っ
て
安

全
で
効
率
の
良
い
職
場
環
境
を
築

き
ま
し
ょ
う
。

改善提案書を課内で
横展開できるように活用中

自
ら
の
手
で

改
善
を
形
に
し
て
い
く

溶湯センターの安全柵が非固
定式で、人車分離処置に不備
があった

工場内の安全柵を固定式に
変更して、完全に人車分離処
置の是正を行った

工場内の安全柵を固定式に変更し、
完全に人車分離

製作物の溶接の腕を磨く

同グループが働く溶湯センター
は、「工作場」を併設しているた
め、改善につながる治工具は、自
らの手ですぐに製作しています

手先の器用さと率先
垂範が光る石山直
人さん。グループ内
で技能を競い、高め
合っています

　　　　 提案活動 全社１位
改善を活性化し、安全職場を築いていく
Topics 2

改善ポイント

シオサイグループ初の1位を
所属長も賞賛

八幡支店の
サポート体制
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グループ情報誌「はまゆう」には、顔写真、名前などの個人情報が掲載されているため、取り扱いには十分にご注意願います。また、「はまゆう」に掲載されている製品をはじめ技術情報などの記事・
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個人情報・技術情報の
取り扱いについて

元気の
素
元気の
素

　買い物が好きで、服を大量買いするのが気持ちいい！　毎年自分
の中で、トレンドが変わります。昨年の夏は、白いシンプルなTシャ
ツにハマっていました。
　ですが、買ってから納得がいかないこともしばしば。「30着買った
うち、5着しか着ない」ということも……。高価なものにはそれほど
興味はないですが、好きなものを好きなだけ買うことで、自然とスト
レス解消にもなっています。

　タンディッシュの整備を行っています。高温溶融物である溶鋼を入
れるものだけに、品質には特に注意を払いながら、熱い中でも決ま
った時間内に整備しなければなりません。作業の手順を理解し技能
を習得することで、整備時間を短縮。遅れると操業が止まってしまう
ので、安全はもちろん、品質管理と時間短縮を意識して取り組んで
います。
　職場には、さま
ざまな世代の先輩
がいますが、皆さ
ん、何を言っても
笑ってくれます。
家族的で話しやす
いので、仕事も進
めやすいです。

　レンガ積み付けの際のモルタル充
じゅう

塡
てん

では、特に丁寧な仕事
を心掛けます。作業が粗いとモルタルが落ち、作業着も汚れ
てしまうため、「服を汚さないためにはどうするか？」をまず考
えました。丁寧に作業することで、服も汚れず、仕上がりも
きれいになり、上達につながりました。
　また、仕事は「やって覚える」に限ります！　手順書を見た
だけではピンと来ないこと
もあるので、先輩の姿を見
て学ぶようにしています。

テキパキ作業で円滑な操業を守る 「服を汚したくない！」が上達の秘訣

◆次号は八幡支店・製銑課のKirari輝く人をご紹介します。

2012年4月に入社。若者らしい性格な
がらも自分をしっかり持ち、日 さ々まざま
な経験を積むことに努めている。忙しい
現場に貢献しようという姿勢で、コミュ
ニケーションを取るのもうまく、周囲から
の期待は大きい。

入社以来、必要な資
格を順次取得。安全
最優先で指差呼称も
しっかり行います

大阪事業所・生産グループ

田
た

中
な か

 優
ゆ う

志
し

さん （23歳）

先輩の背中を見つめながら

「俺流」でたくましく活躍

服 50％
仕事終わりに
買い物に繰り出す
ことも

音楽 20％
季節ごとに
聞く曲が変わります

友人と遊ぶ 30％
旅行やボウリング、
焼肉などに行きます

　休日に、レコードショップに行くことも。洋楽が好きで、前
はヒップホップしか聞きませんでしたが、最近はいろいろ聞く
ようになってきました。
　好きな食べ物はたくさんありますが、「博多通りもん」のお
いしさにはびっくり。新入社員の導入研修を終え、本社から大
阪への帰途、新幹線を待つ間に
仲良くなった、知らないおじさ
んにもらって食べました。感動
したのを、今でも覚えています。

音楽はレコードで楽しむ

洋服の“大人買い”は止められない

ブティックを開
けそうなくらい、
バリエーション
が豊富!?

日々レベルアップに努める頑張り屋
仕事で行き詰まったときは、すぐに聞いたり、周りの
先輩もよく観察したりと自身のレベルアップに努め、
日々頑張ってくれています。必要資格も順次取得し、
指名就業に向けて励んでおり、頼もしい限りです。 濱崎 真二主任

見つけた！
Kirari
輝く人

Vol.33 

出掛ける準備をする
ときなどに、レコー
ドで音楽をかけます

レンガの種類もたくさ
んあるため、「ここは摩
耗しやすい」などチェ
ックしながら作業
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